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　　幸福のパラドクス
アダム・スミスの幸福論
A Paradox of Happiness：
Adam Smith's Discourse on Happiness
竹　本　　　洋 　
This article discusses the discourse on happiness of Smith's The
Theory of Moral Sentiments (1759). Real happiness consists of the
enjoyment involved in our own experiences and the sole end of all
governments is to promote the external circumstances of real happiness.
Nevertheless, we tend to have an illusion of a state of perfect happiness.
Smith focussed on the fact that the said illusion paradoxically brought
the political, economical and ethical e®ects to society. In brief, happiness











































1) A. Smith, The Theory of the Moral Sentiments, London, 1759. Ed. by D. D.
Raphael and A. L. Mac¯e, Oxford University Press, 1976〔Glasgow Edition〕, p.52.




























の箇所（第 1 部第 2 篇第 2 章）でも触れられている。










大限の忍耐と寛容」the greatest mutual forbearance and toleration が肝要だと訴える
（176-177/385-387）。
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5) プラトン『パイドン 魂について 』朴一功訳、京都大学学術出版会、2007 年、67E、190
ページ。キケロ『トゥスクルム荘対談集』木村健治・岩谷智訳、『キケロー選集』第 12 巻、岩
波書店、2002 年、62 ページ。
6) 竹本洋「愛と憎悪 アダム・スミスの『道徳感情論』に拠って 」『経済学研究』第 70 巻


































感情論』第 3 部第 5 章（163-164/362-363）で論じられている。
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距離がある。（『ニコマコス倫理学』第 10 巻第 6 章、第 7 章）。なお活動的生と観想的生との対
比は、キリスト教では観想的な妹マリアと活動的な姉マルタの姉妹の説話にみられる。イエスは






















































































































































































11) A. Smith, Lectures on Rhetoric and Belles Lettres, ed. by J. C. Bryce, Oxford
University Press, 1983, p.124. 水田洋・松原慶子訳『修辞学・文学講義』、名古屋大学出版
会、2004 年、216 ページ。
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に到達することは、そのために進んで背負い込む苦労と心痛 toil and anxiety
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経済学論究第 71 巻第 3 号
ておらず、資本の無際限の自己増殖を自制しえない。スミスの説く節約の徳は
資本にとって善（望ましいもの）であるから、＜地獄への道は善意で舗装され






























































13) ソポクレス『アンティゴネー』中務哲郎訳、岩波文庫、2014 年、43-46 ページ。なおアンティ
ゴネーはオイディプスの娘にして妹である。
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質、年の功、財産、生まれ（門地）の四つをあげ、なかでも第 1 は財産の権威、第 2 は門地とし、
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into the Nature and Causes of the Wealth of Nations, London, 1776. Oxford
University Press, 1976, Vol.2, pp.710-714, 大河内一男監訳『国富論』中央公論社、1976


















































るか アダム・スミスによる＜中国の大地震＞の思考実験 」『経済学論究』第 69 巻第 3
号、2015 年 12 月、第 4 節「マルチチュードとマス」参照。
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柄のなりゆき」course of human a®airsで支配者の地位に就いたことを「も














































を強調している点が異なる。D. Hume, \Of Passive Obedience" Three Essays, Moral,
and Political, London, 1748, in Essays Moral, Political, and Literary, ed. by E.






だと述べている（講義日は『道徳感情論』の刊行より後の 1763 年 3 月 22 日）。A. Smith,
Lectures on Jurisprudence, ed. by R. L. Meek, D. D. Raphael and P.G. Stein,































































































































































































































第 70 巻第 3 号、2016 年 12 月）の第 IX 節「おわりに」で、敵との共感を回復し、愛
（友情）の紐帯を結び直す「道徳的契機も道筋もあきらかではない」と書いたが（38 ペー
ジ）、それは適切ではなく、『道徳感情論』はその道徳的契機を＜許し＞に求めていた。
上の文を削除し、前稿の最終パラグラム全体を次のように改めたい。
「そのためには、まずもって敵を＜許す＞こと、それが契機となるとスミスはいう。
憤り〔→憎悪・復讐〕をいだくことがどれほど妥当であっても、許し pardoning の
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尊さはそれにまさると感じられるものだ。正当な義憤の原因となった相手がしかる
べき陳謝を行った場合や、たとえ陳謝せずとも、なんらかの重要な使命を遂行する
には不倶戴天の敵とでも手を結ぶことが公共の利益に適う場合に、自分を激怒させ
た相手への怨恨をきっぱりと捨て去り、その相手に対して信頼と誠意をもって行動
できる人は、最大級の賞賛に相応しいだろう。（240/516）
この許しは敵を全面的に肯定し受容するものではなく、敵との差異を冷静に見極めつ
つ一致点を探るためのものである。他者をまるごと包み込むいわば母性原理としての
・
ゆ
・
る
・
しではなく、父性原理としての許し、つまり合理的判断に向けて一拍おくあるいは一
歩退くことを意味する許しである。双方の重要な利益を想到するにいたったとき、たと
えば平和的共存や一人ひとりの幸福の実現にあらためて思いをいたすとき、お互いの利
益に配慮して譲り合い、より高い価値の合意を遠望して許し合う。そこから遠くへ届く
柔軟な想像力も言葉も蘇生し対話の扉が開かれ、怨讐を乗り越えて敵とも「手を結ぶ」
unite ことができる。それは個人だけでなく国民・国家間でも同じであり、許しは愛と
憎しみとの近親的関係のもつれを解きほぐす端緒なのである。」
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